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イ ワ ガ 冨 科 モ ク ズ ガ ニ 亜 科 の 蟹 類 2 種 の 後 期 幼 生

　 蒲 　 　 生 　 　 軍 　 　 男

横 浜 国 立 大 学 学 芸 学 部

昭和 33 年 9 月 3 日受領

、今 迄 に メ ガ v パ 及 び 幼蟹期 の 報ぜ られ た イ ワ ガ ニ 科 （Grapsidae）モ ク ズ ガ ニ 亜 科 （Varuninae ） の 蟹類 に

は，ヒ ラ イ ソ ガ ニ （；aetice 　depressus（de　Haan ）（Aikawa
，29 ： メ ガ ロ バ に つ き）， イ ソ ガ ニ 属 2 種 Hemi −

grapsus　 nudzas 〔Dana）と H ．　 oregonehsis （Dana）（Hart
，35）及 び シ ナ モ ク ズ ガ ニ E 搏o ‘ゐ8か sinensis　H ，

Milne 。Edwards （Peters，　 Panning ＆ Schnackenbeck，33
，
　Panning ，39），

　 Planes　 minutus （Linn6 ）（Lebour
，44）等 の 他，モ ク ズ ガ ニ EriOsheir　Vapant

’
ctts　de　Haan に つ い て は 石 川 ・入 塚 （

，48）の 人 工 飼育 の 報告が あ

る 。

　筆者 はオ オ ヒ ラ イ ソ ガ ニ Vatama　litterata（Fabr 三cius）とモ ク ズ ガ ニ の メ ガ Ttrパ と第 1幼蟹期 を河 口 よ り

得 た もの に つ き観察 し，モ ク ズ ガ ニ 亜 科 に 属 す る蟹類 の うち 今迄 に メ ガ ロ バ 及 び 第 1幼 蟹 期 の 知 られ て い る

上記 の 各種類 の もの との 比較 を行つ た 。 稿 を進 め る に 当 り御指導 を賜 つ た酒井 匱教授 に甚謝申 し 上げ る。

　 オ オ ヒ ラ イ ソ ガ ニ Vanetna　 litterata（Fabricius）

　相模湾沿岸河川 の 河 口 よ り 1952 年初秋 ，
メ ガ ロ パ と幼蟹 を 多数採集 。 メ ガ ロ ．パ の 一部 を飼育 し第 1幼蟹

期 に変態 させ た。

　 メ ガ ロ バ 期 （第 1 図）

　体は生 時 碣色 を呈 し ， 甲殻 は ほ ぼ 畏 方形 。 前額 は半球状 の 2 隆起 に 分 れ，甲穀側縁 に は 3条 の 隆起線が あ

る 。 第 1触角は 2 叉 し ，基部 は 3 節，基節 は 大 き く球 状 ， 第 5 節 は先 端 に 4毛 を 有 す る 1節 の 内 肢 を分 つ 、

外 肢 は 4 節，第 2〜4 節 の 各節 に 感覚毛 を叢生 し ， 第 3 ・4 節 に 各 1長棘あ り。 第 2 触角は ！0 節 ， 基部 の

3 節 は硝 々 太 い 円筒状。鞭状部 は 7 節，第 5節 に 2 長 毛 を有 し，末 節 は 小 さ く長 短 2毛 を生 ず る，大顎 は 3

節 の 鬚 を具 え ， 鬚 の 末節 に 剛毛 約 王0 本 あ り。ca　1小腮内肢 末節 は四 辺 形状 で ， 末端 に 2 毛 ， 更 に 他 の 側 に

4 羽状毛 を具え る。第 2 小腮 内肢 は 円錐状 ， 基部 に 数 毛 あ りu 第 1 顎脚内肢末 端 内側 に 1 毛 と 1 突起．

外側 に 2 毛 を生 ず 。 第 2 顎脚内肢 の 指節 と前節 に は多 くの 剛 毛 を生ず る 。 第 3 顎脚内肢 の 各節 の 内側 に

も剛毛多数 あ り，座節 と長節 は 細長 く ， 且 ほ ぼ 同幅 ， 座節上 縁 は 水平 。

’
鉗脚 の 不 動指 に は波状 の 歯あ り。 鉗

部 は細長 い 。第 1 よ り第 3 歩脚 の 前節末 端 に は 下 に 向 51 棘 あ り。各 指 節 は数 歯 を具 え 内 側 に彎曲す る。

第 4 歩脚 は 他 の 歩脚 に比 し 小形 ， 指節先端 に 4 長 毛 （feelar）を具 え る 。 腹部 は 6 節 よ り成 り， 第 5 腹節

の 後縁 両 側 は後方 に 突出 し ， 第 6 腹節 は他節に 比 し小形 。 腹肢 は 5 対に し て 第 2〜6 腹節 に あ り，初 め の

4 対は 2 叉 し，内肢 に は 5〜6 鈎 を ， 外 肢 に は 27〜43 本 の 遊泳毛 を具 え る、第 5 対 は尾 肢 で あ り内肢 を

欠 き ， 基節 に 6 本 ， 外 肢 に 19 本 の 遊泳毛 を具 え る ， 尾節 は 後方 に狭 い 半円形 を呈 し ， 先端 の 中央 が 僅 か

に 凹 む。

　第 1 幼蟹期 （第 2 図）

　甲殻は成体 に近 い 形態 を示 し ， ほ ぼ 四角形。 甲轂背面 は梢 々 丸味 あ り。 甲殻側縁 に 3 歯あ り。 成体に 見

られ る第 3 側歯 よ り第 4 歩脚基部 に 向 う顆粒 の 線が あ る 。 第 1 触角外肢 の 第 3 節 に あ つ た メ ガ 卩 パ 期 の

1 長 棘 は退 化 し ， 第 4 節 の もの は 消失す る。第 2 触角鞭状部 は 1 節 を減 じ
， 末節 に 3 短毛 を， 第 5 節

に分枝 を有す る 1 長毛 を具える。大顎 ， 第 1・2 小腮 は 毛 ｛：増す他殆 ん ど メ ガ ロ バ 期 の もの に較 べ 著しい

変化は な い 。第 1 顎脚内肢先 端 は二 葉 に 分れ 側毛多数生 じ ， 第 2 顎脚内 肢 で は 長節 に 特 に 毛 多 し 。 第 3顎

脚内肢 座節 の 上 部 は メ ガ tiパ 期 の もの に 比 し幅広 い 。鉗脚 は成体 の もの に 酷似 し，可 動 ・不 動指 の 鉗部咬合

（11 ）
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面の 基部 よ りそ の 中程迄 の 間 に互 い に 咬 み合う数歯を具 え て い る。各歩脚 は 扁平 とな り羽状毛 を生 じ ， メ ガ

ロ バ 期に第 i〜3 歩 脚 の 指節 に あつ た 大 きな鋸歯状歯 と第 4 歩脚指節 の 長毛 は 消失す る u

Fig ．1．　 a，　 megalopa 　 of 　 Vantna　 litterata（Fabricius），　 carapace 　 le日gth　 ca ．3．7

　 mm ．　 ant ．1，且rst　 antenna ．　 ant ，2，　 second 　 antenna ．　 m ，　 mandible ．　 mx ．1，

　 1irst　 maxilLa ．　 mx ．2
，
　 second 　 maxilla ．　 皿 p．1，

　 first　 maxilliped ．　 mp ．2
，
　second

　maxiUiped ．　 mp ，3，　third　maxilliped ．　 ch ，　 chelipe
’
d．　 amb

，．lor　4，　dactylus　of

　firs！or 　fourth　ambulatory 　legs．　 ab
，　 abdome 且 ．　 up

冫
uropod ．
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　モ ク ズ ガ ニ En
’
ocheir 　」4pontctes　de　Haan

　1957年 6 月 3 日 2 頭 の メ ガ n パ を神奈川 県 藤 沢市境 川 河 口 に て 採 集 ， 飼 育 して 第 1幼蟹期 を得 た，本

種に つ い て は既 に 石川 ・八 塚 が 人 工 飼育 せ るもの に つ き簡単 に 報告 して い る。

　 メ ガ ロ バ 期 （第 3 図）　　　　　　　　　　　 ．

　甲殻 は ほ ぼ 長方形 。 前額 は 溝 に よ り二 葉rc分れ ， 甲轂側縁 に 翻 の 2 隆起線 あ り。 第
齟1触角 は 2 叉 し ， 基

部 は 3 節 ， 基節 は丸 く大 き い 。 側面 に 1 毛 と末端 に 3 毛 を生ず る内肢 1 節 を第 3 節 よ り分 つ 。外 肢 は

Fig・2・　 b
，　first　crab 　stage 　of 　Vantna・litterata　（Fabricius），　G ．L．　ca ．

　42mm ・other ．　designation　as 　in　Figi　L

（13）
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些節 ， 末節 の 頂端 に 2 長輙，第 3 節 に 1 長 棘 あ り。末 端 の 3 節 に は 各 々 感覚毛 数 本 つ つ を具 え る。
’
第 2

触 角 基 部 の 3 節 は 大 きい 円筒状．鰒状 部 は 7 節 ． 末節 に は長短 2 毛 を ， 第 4 節 に は 2 長 毛 と 1 短 毛 を

第 5 節 に は 3 長毛 を， 第 6 節 に は 2 長 毛 をそ れぞれ具 えて い る、，大顎は 3 節 の 鬚 を有 し，蘋の 末 節 に

は 剛 毛 約 8 本 を生 ず 。 第 1 小腮内肢 先端 の 両 側 に各 2 毛 を生 ず 。 第 2 小腮内肢 は 円錐形 ， 基 部 に 3 毛 あ

り。 第 1 顎脚内肢末端 に は 1 突 起 と 星 毛 を．上 縁 に は 4 毛 を有す る 。 第 2 顎脚 の 内肢末節 に 多数 の 毛

Fig・3．　 c，　megal ・pa　oi　E帰  乃酢 知卿   de　Haan ，　C ．L 　ca ．2．星mm ．

　 amb ．且，　 or 　4，　first　or 　fourth　ambulatory 　1egs，　other 　designation　 as　in

　F三9．L

を生 ず る。 第 3 顎脚 内 肢 座節 の 上 縁 は 水平 。鉗脚 の 鉗部 に は 小歯数個 あ り。 第 1〜3 歩脚 の 指節 は 内 に彎

曲 し細 く，3 棘 毳具 え先 端 は鋭 い 。 第 4 歩脚 は他 の 歩脚 に 比 し小形 ， 指 節 先 端 に 1 棘 と 3 長毛 あ り。 腹

部は 6 節 と尾節 よ り成 り， 第 5 腹節後縁両側は後方 に突 出す る。第 6 腹節は他 の 腹節 に 比 し小形。腹肢

は S 対 に して 第 2〜6 腹節 に あ り， 内 4 対 は 2 叉 し ， 内肢 に 3 鈎を有する 。 外肢 に は 20〜23 本の 遊泳

弔あ り。 糊 は尾肢 で 内肢 を欠 き， 碁節 に 2〜3 本，外肢 に 13 本 の 遊泳毛を生ず る 。

（14 ）
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　第 1 幼蟹期 （第 4 図）

　体は黄褐色， 黒色及 び秀色色素胞多数 を有す 。 歩脚 に はそれ等 の 色素胞 に よ る横条 が み られ る。甲殻は後

方 に 僅 か に幅広い 四 角形 を呈 す る。甲殻側縁 に は 小 顆粒 を具 え，4 側歯 あ り。前額 は 成体 の 場合と異 り二 葉

に 分れ ， 小顆粒 と短 毛 を生 ず る 。 第 1 触角外肢 の 末節 に メ ガ ロ バ 期 に 2 本 を有 せ る長棘 は 1 本 とな る。

第 2 触角で は各節 の 毛 の 状態 に 変化 が み られ ， 第 8 節 に は長 い 1 羽 状 毛 を生 ず る。大顎 の 鬚 の 剛毛 は メ

ガ ロ バ 期の 約 2 倍 の 数を有す る 。 第 1 ・2 小腮は メ ガ ロ バ 期に 同様。第 1 顎脚内肢先端 は 二 葉に分 れ ， 各

Fig．4．　 d
，
　 fi凱 crab 　 stage 　 o 『 En’echeir ／apanicus 　 de　 Haan ，α L ．　 ca ．

　2．3mm ．　 other 　designation　 as 　in　 Fig．1．

葉 に 毛 を多数生 ず る。第 2 顎脚 の 毛は増加 し ， 第 3 顎脚 内肢の 座節 と長節は幅広 くな る 。 鉗脚 ・歩脚 は成

体 の 形態 を顕 わ し ， 第 4 歩脚指節 の メ ガ ロ バ 時代 の 長 毛 は消失 し，前節 は 幅広 くなる。

結 び

　以 上 既知 の もの 屯含 め ，
モ ク ズ ガ ニ 亜 科 の 上 述 の 5 属 7 種 に つ き比 較 を行 え ぱ 次の 通 りで あ る。

　メ ガ v パ 期 ： Lebour （
’28）は 蟹類 の メ ガ ロ バ 期幼生 の 各種相 互 間の 識別上 有用 な特徴 と して ， 甲殻前額 の

形態，甲殻背面中央 に 鰊 を有す るか 否 か ， 及 び 他 の 棘 や 突起 の 有無 ， 第 4 歩脚指節 に長毛 （feelar）の 有無 ，

最鱗舛の 瞑臓 の 遊泳毛 の 数 ，歩 脚 の鈎 の 数等 を挙 げて お り，最後Sltの 腹肢 の 遊泳毛 の 数 は常 に種に よつ て 一
，7

（15）
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し て い る こ と を附記 して い る、， シ ナ モ ク ズ ガ ニ と モ ク ズ ガ ニ の 場合 で は形態 が 互 い に 酷似 して い るが ， 尾脹

の 遊泳毛 の 数 の 相違 に よ り識別出来 る。上述 の 各樋 に つ い て 第 4歩脚指節 に あ る長毛及 び 尾肢 の 遊泳 毛 の 数

を比較す れ ば第 1 表 に示 す 通 りで あ る 。

　　　　　　　　　　　　　Thble　 I

Numbers 　of 　swimming 　hairs　on 　uropods 　and 　feelars　on 　fourth
　　　　　　 ambulatory 　legs　of 　the　megalopae

Swimming 　hairs
Species Feelars References

on 　basal　 segment 　　 on 　exopodite

Varttna　 litterata．．．．＿．＿4．．．．．．．．．．．．．．＿．．．6 ．．．

Erioc乃eir
噛iaかoni ‘as ．．．，．．3prrrrrrr　　　　　　2− 3

　　 ，，　　　　 ， ， 　 ，．、．＿3，．．．．．　　　．．．．．．2 ．，．

E ，sinensis ．．＿，，，．．，．．．＿．＿3．．冖＿．．　 　　　 ．2 ．．．

H ，〜migrapsus 　nudus ・・・…　3・・・…

H ．oregonensis ・．・・…，・…3……・・　 ……　 1…
Gaetice　sepre ∬ ttS．＿．．、．．4．．．『『．．　　 … ・0 …

Planes　 minutus ．．．．．．．．，．．，3，．，、，．　　　　　 ．，0 ．，，

　 　 　 　 　 　 　．19．，．．．．．，．．，．Present　 author

　 　 　 　 　 ，．13− 14．．『．．．．．．　　　　 ，，

　　　．．＿　＿．．12．．＿＿．＿Ishikawa　 and 　Yatsuzuka （
，48）

．．．．．．．，．．，．　　 ．16．，，．，．．．．．．，Peters　 et 　 a1．（
，33）

　 （9− 10）＿＿＿＿＿．．＿ Hart （
，35）

，．．，．．，，．『，．『『　．，8− 9　，．．P，．P，．　　 ，，

＿ ．＿．．．．　 ．12＿．．．．．．＿Aikawa （
’29）

．．．．　．．．．．．　　．9 ．．＿．＿＿＿．Lebour 　C44）

　第 1〜3 歩脚指節 に は，Varuna で は 大 きい 鋸歯 が あ る が，　 Erio（：lteir，　 H7emigrapsus で は小棘 を具 え て い

る 。 尾節は Vartlnaで は後方 に 狭 くな り先端 が 僅 か に 凹む半円形 で ある が，他 の もの で は単 に ほぼ 半 円形

を呈 す る。第 5 腹節 の 後縁 両 側 は Plalnes （Lebour の 図 に よ る ）を除 き，他 の 種類 で は突 出 し ， 第 6 腹節

は他 の 腹節 よ り小形で あ る 。 第 2 触角の 先端 に近 い 節 に長 毛 を集中的に生ず る傾向は 何 れ の 場合 （Planes

で は 記載な く不明）に もみ られ る ，，第 3 顎脚 は未 だ著し く細長 い が ， 成体 の 特徴を顕 し，Gaeticeで は座節

と長節 は 斜 め に 関節 し て い る の が み られ た c 他 の 場合で は 成体 に み ら れ る 様 に 互 い に 水 平 に 関節 し て い る 。

　1・’arttna と Eriocheirで は主 に次の 様な 諸特徴に著し い相違 が み ら れ た。甲長 は Varuna の 方が E ガo・

cheir よ りも遙か に 大 で あ り， 尾節 は前者 で は そ の 末 端 中央 に 凹所
’
を有し，後者 で は単なる半円形 を呈す る。

歩脚 の 指節 は前者 で は大 きい 鋸 歯 賣有す る が ， 後 者で は小頼 を具 え て い る 。 第 4 歩脚指節 の 長毛 は前者 で

は 4本 ， 後 者 で は 3 本 で あ る。尾肢 の 遊泳毛は前者で は基節 に 生ぜ る もの も含 め 25 本 ， 後者 で は 14〜19

本 を有 し て い る等 で あ る。

　第 1 幼蟹期 ：Planes，　Varecnaで は ， こ の 期 に 既 に 甲殻 の 形態が 成体の もの に酷似す る の が み られ るが ，

砺 0 酌 誑 ，Ilemig7”aPSttS で は 前額 の 形 態 は成 体 と異 な つ て い る。

　才 オ ヒ ラ イ ソ ガ ニ に つ い て ，
Kemp 　C　I5）は イ ン ドの カ ル カ ッ タ附近 の Hughi 　River に 於 て ，モ ン ス 冖

ン 季 の 初 め に 毎年 ， メ ガ ロ バ 期 にある若 い 個体 が沢山出現する こ と を報じて い る 越 1952年初秋筆 者は相

模 湾 沿岸の 河川め河 口 で ，多数 の メ ガ ロ パ と幼蟹 を採集 し て い る。

　 モ ク ズ ガ ニ に つ い て は ， 河 口 に メ ガ 卩 パ が 到 蓿 し，変態 して溯河す る の が 観察さ れ た。
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On　the　Post　Larval　Stages　of 　Two 　Species　of　Crabs
　　　　　　　　　　 of 　the　 Subfamily

　　Varuninae
，
　Grapsidae

，
　 Brachyuran　Crustacea

　　　　　　　　　　　　　S董geo　GAM6

Faculty　of 　Liberal　Arts　and 　Education ，　Yokohama 　National　University

　　 The　 description　 and 　 illustration　 of 　megalopa 　and 　the　first　crab 　stage　 of 　Vanena　litterata（Fabri．

cius ）and 　E ガ o‘heir力鉚 記郡 5　de　Haall　were 　 made ，　compared 　w 三th 止 ose 　 of 　 other 　 re1ated 　crabs ，　 such

as 　GctettCe妙 5鰯 ，　HemigraPStiS　ntidus ，　H ・oregenensis ，　Eriocheir　sinensis
，
　and 　Planes　minUtus ．

　　 L 　 Vatwwa 　k
’
tterata ： Many 　 megalopae 　 and 　young 　crabs 　 were 　obtained 価 m £he　brakish　areas 　of

the　rivers 　on　the　coast 　 of 　Sagami 　Bay （early 　autumn 　in　l952）．　 Some 　of 　these　 megalopae 　were 　 reared

and 　passed　into　the 　first　 crab 　 stage 　in　the 　laboratory．

　　The 　 megalopa 　 of 　Varuna 　differs　from　 the　 same 　larva正stage 　 of 　 Eriocheir
，
　 chieHy 玉n 　 the 　 size 　 of

carapace ，　the 　shape 　of　tclson ，　the 　presence　of 　large　teeth 　o 鳳　dacutyrus　of 　the 　first　three 　pairs　of 　a π レ

bulatory　le呂s ，
　and 　the 　numbers 　of 　feelars　on 　fourth　ambulatory 　leg　and 　swimming 　hairs　on 　uropod ．

　　2・ Eriecheir　fρpmicus： Two 　megalopae 　were 　obtained 　from　the 　river 　mouth （June　3，
1957

，　Fuli・

sawa ，　Kanagawa 　Prefecture）．　 Those　 were 　reared 　and 　passed　into　the 丘rst　crab 就 age ．

　　Thc 　 megalopae 　 of 　E 。知卿 ‘‘郡 5　 aロ d　E ．　 sinen5is 　 are 　 very 　 similar 　to 　 one 　 another 　 in　 many 　 respects

except 　 the　 number 　of 　swimmi ロg　hairs　on 　 uropod ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

　　3． Morphologica 腿y　 the 　 firstα ab 　stage 　 of 　 Varzena　 and 　Ptanes　 approaches 　 to　 the　 adult 　 crab ．　 In

Eガoc 加 ゴr　and 　H ／emidgrapsus 　the 　first　crab 　stage 　differs　from 　the 　aduIt 　 crab ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　 会　　　　　記　11
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